
スタートアップ型）プラットフォーム名 美作地域人材育成プラットフォーム 

 

様式１）プラットフォームの連携体制・中長期計画又は基本方針の概要図（１ページ以内） 

○現状・課題、ビジョン・目標（一部の数値目標含む）、連携体制図（協議体制含む）、取組の抜粋等により、プラットフォームの全体像がわかるように作成してください。 

  



スタートアップ型）プラットフォーム名 美作地域人材育成プラットフォーム 

様式２）数値目標・活動指標等シート（４ページ以内）発展型Ⅱは必須。スタートアップ型は任意で提出してください。 
課題 達成目標 課題を解決する取組概要 活動指標 実績 評価 

 
プラットフォ
ームを構成す
る高等教育機
関への美作地
域からの進学
率の増加 
 

 
プラットフォーム
を構成する高等教
育機関への美作地
域からの進学率が
33％程度であるの
を、40％程度に引き
上げる。 

 （取組１） 
美作地域全域にプラットフォームの枠組みを広
げる。 

（取組１の活動指標） 
プラットフォームに美作地域全 10
自治体及び岡山県美作県民局及び地
域校長会の参加を実現する。 
 
①プラットフォームを構成する高等
教育機関（３校）との包括連携協定
を美作地域の全ての自治体・行政機
関と締結する。 
 
②プラットフォームを構成する高等
教育機関との包括連携協定を美作地
域の全ての商工会議所、商工会と締
結する。 
 
③プラットフォームを構成する高等
教育機関との包括連携協定を締結し
た全ての自治体・行政機関、商工団
体の、プラットフォームへの参加を
達成する。 
 
④私学を含む全ての美作地域の高校
の学校長によって組織されている校
長会の参加を得る。 

※次年度以降記入 

 

 （取組２） 
各界からの高等教育機関への人材育成ニーズや
動向の把握、分析する。 
 

（取組２の活動指標） 
地域の全自治体、岡山県美作県民局、
商工団体、校長会から、地元に必要
とされる人材ニーズ並びに動向を把
握し、そのうえで分析並びにビジョ
ン原案作成のために、プラットフォ
ームを構成する高等教育機関で分
析、協議を行う。 
 
①美作地域の全 10自治体について、
高等教育施策を総合計画から確認
し、直接的な聞き取りを行う。 
 
 
 

 

 



スタートアップ型）プラットフォーム名 美作地域人材育成プラットフォーム 

②プラットフォームを構成する全て
の団体を訪問し、聞き取り調査を行
い、地域に必要とされる人材に係る
現状認識・課題、人材像、人材育成
において、地域の高等教育機関に求
めること、具体的な学科像などを明
確にする。 
 

 （取組３） 
地域が必要とする、あるいはこれから必要とされ
る人材ビジョンの策定とそれに対応できる人材
育成ビジョンを策定し、提案する。 
 

（取組３の活動指標） 
①プラットフォームを構成する高等
教育機関において、聞き取り結果の
分析・解析、その結果を短期及び中
長期ビジョンに落とし込むための検
討を行う。プラットフォームとして
地域の意見を踏まえながら、教育課
程の検討や実現可能な新学科設置や
学科改組を検討する。 
数値目標：幹事会を年間 10 回以上開
催する。 
 
②ビジョンをまとめる過程で、必要
に応じプラットフォーム代表者会
議、実務者会議を開催する。 
数値目標：代表者会議あるいは実務
者会議を年間２回以上開催する。 
 

 

 

 （取組４） 
地域のニーズに基づいた、教育課程の検討や実現
可能な学部・学科の設置により、プラットフォーム
を構成する高等教育機関への美作地域からの進
学率を向上させる。 
 

（取組４の活動指標） 
①プラットフォームを構成する高等
教育機関において、５年以内を目処
に、地域のニーズを反映した、教育
課程の検討や実現可能な学部・学科
を新設し、入学定員の増加をもって
美作地域からの高等教育機関への進
学率を 40％程度にまで引き上げる。 
数値目標：プラットフォームを構成
する高等教育機関への美作地域から
の進学率を 40％に向上させる。 
 

 

 



スタートアップ型）プラットフォーム名 美作地域人材育成プラットフォーム 

 

 

 
美作地域の高
等教育機関に
入学した学生
の地元就職の
促進 
 

 
プラットフォーム
を構成する高等教
育機関からの地元
企業への就職率が
61％程度であるの
を、70％程度に引き
上げる。 

 （取組１） 
地域のニーズに基づいた、実現可能な学部・学科の
設置により、プラットフォームを構成する高等教
育機関から美作地域の企業への就職率を向上さ
せる。 
 

（取組１の活動指標） 
地域のニーズに応じた学部・学科の設
置により、プラットフォームを構成す
る高等教育機関からの学生の地元企
業への就職実数を、10 年以内を目処と
して 20 名程度増やし、就職率を 61％
から 70％程度にまで増やす。 
数値目標：プラットフォームを構成す
る高等教育機関からの地元企業への
就職率を 70％程度に向上させる。 
 

 

 

 
美作地域の高
等教育機関の
知の拠点化 

 
プラットフォーム
を構成する高等教
育機関での共同の
事業を、５年以内を
目処に４つの観点
で増やす。 

 （取組１） 
共同 FD、SD の開催 
 

（取組１の活動指標） 
共同の FD、SD をテーマとした研修会
を年２回以上、企画し開催する。 
 

 

 

 （取組２） 
共同の講義の開発 
 

（取組２の活動指標） 
共同で講義科目の開発を行う。SDGs 共
同宣言に係る授業科目として２科目
を開講する。 
 

 

 

 （取組３） 
共同研究の振興 
 

（取組３の活動指標） 
共同研究を推奨し、テーマ数を現在の
１件から３件以上に増やす。 
 

 

 

 （取組４） 
公開講座等の共同企画・開催 
 

（取組４の活動指標） 
公開講座等を年２回、共同で企画し、
開催する。 
 
 

 

 


